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海産魚蓄養遠種試験 その1

 従来、ハマチ寄主=として蓄蜜試験を実施し.てき走が.  ハマチ養

 殖は本.黒におい。ても漸く金業化されるにヨ1ったので,第2.段薩と

 してハマチ以外の海産魚蓄養適種の究明と技術向上確立。を.目的と

 して,小翻式によ一る試験を打つだ。

 試験対象とした魚種は次のと狩りで協.る。

互魚類 !チダイ

 4カワハギ並びにツラナガハギ・ヨソキ

3ヤカタイサキ(コトヒキ)

亙甲殻類 4イセエビ

5ガザミ

皿頭足類 6.タコ

試験場所

 墨水市牛根熔岩入口、牛根養魚場外側



 Fi8一.2
試験筏設置場所

牛根養魚場

試験筏

 長さ9mの杉丸太を百i百3あ土うた、船台せ,ドラム睦ム7個を
 使用して海面に浮べたJ

 筏の固定方法は頂i身2のよぢに入江の両岸を結ぶ2季のワイヤ
 一ローブ(4分)を幹線として張り,.同じく4分ワイヤーロープ

 !0～/5肌をクリップを傭いて幹線ξ筏に結蒲し,.更に筏の中

 央部茄側はワイヤーロープで熔岩岸に固定すると.英に',南側は錨
 (4-5陣)どめし允。

Fig3



 試験期間申の水温変化

 水温測定は一試験筏の中央部㍑.いて・表面鮎.を牛菌・一時と午後・時の・回に徹
 って測定した。

 試験期闘申の水温変化を図示女ればF4のとおりであるo



 月・旬平均水温を求め・昭和35年ハマチ蓄養試験あ藤に測定レ
 た結果と呼ると・第/表の占うに㍗.
 即ち,月平鍬紅では、・・軟化って

 8月一08.d

 g月一/4句

 /9月・一08oC

 //月一0ク。C.

 と倒れも低温を示している。

 第・/・'表月,旬平均水温比較(oC)

           =1■

           月89ン0.///2
           月年一■一一一1■■■'I一一1一一
           旬38,3538{5383{38353835

           1一一一一■

           上273.292一～ク6一2ク62462542!6223/89/90

           中27328/26.4280う3ク2立//2/8/80
           下28㍗02532ク8225235.202207/74            '一■'一

           月平均'2ク628426.4坪8236244.ギ09竺♂3
           一一一一■一一
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 〔I〕中ガイ

 己I・川=キ.'“へ士一I'一川ユ∫'ベニ6,{J0・冒一・/2一角。ノJ冒。/J8

 日汗;・14∵・n)

 b、種苗

 ク月上旬,垂木布海渇地先にr糾㌧午地史援一で漁饗したチダイ

 をイケス網に蓄養していたもので,8月/9ヨ,海潟から試験

 鉋意で海上輸送した。平均魚俸重509

 C、一'試験区の規模とイケス

 38年3月から6月にかけて陸上施設で実施したチダイ黒色

 化鋳止試験κ引き続いて黒色化、防止の試験も兼ねて養成試験を

 行うこと、したので,.次の3区に分一けて試験した。

 イ、対象区イケス:クレモナ24本/2飾蛙又,.一2×2×2

 m。

 局上網地をかぶせ緒として使用。

 口、赤区イケI妄:クレモナ24本ノ2節蛙又,2×2×2
mo

 イケスの側4面と上面に赤色ビニールカ

 ーテン(厚さ008榊)を取付け,。直射日

 光を遮断してイケス内'部'が赤く在るように

 鐸った。
 ハ、黒色イケスニ#/4,5分目亜鉛引金網Ij×/X/

mo

 上蓋は杉板(摩さ4分)をコールタニル

 塗灼して黒くし,イケス側4画ほ率色ビニ
 ールカーテン(厚ざ0/5i鰍)を敢行けi

 直窮彗米を遮断して,.イケス内部が暗琴に
 なるよう。cしブ…=o
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 なお,赤,黒区のイ。ケス働宙に吊り下げたカ'テンは轡の交流
 を極端た阻害し在いように工夫し尭。

 争・.観料及び投餌..'
 仰・.アジ.を解.凍㌧てミン、干観・キし.て/日叩(.華々3回)苧
 餌したが,9月22目からは投餌量の半量は目の大きな網地に

 包んで吊り†ぱ不断摂餌できるようにした。

 なお,眼損傷のものが出現した際に.ば,….シチ餌肥サイアジ

 ンを混痢して投与した。

 2、試験結果と考察

 籍果は第2表のとお妙である。I

 ○約4ケ月簡の養成で平均憎体重約2倍と在っ一て/00-9内.

 外に成長した。垂水術海潟地.区,並びに牛梗養魚揚の一部の

 チダイは/一30～/50・9平均に成長したもあもあった。

 。平均日.疫餌率・・%内外紬肉俸数・㍗・・とか購高
 い一値がでてきたが・投餌方芦の検卵金一讐牟脊るようである6
 即ち,最.初の/ケ月簡ぽIミンチ餌をや』時蘭をかけて撤さ餌一

 とし・9月22目以降は・投餌章の稗子量づ一』を吊り餌とし
 て与えたわけであ'るが,タ.イ・は六マチのまうに撰餌行動が

 活・発で底<,一時に多量の餌をとら在い・関係から撤さ姦かか一

 舳流失したこともあったρ従ってダニて、P投餌㌣吊・蝸考.
 .。祥琴.周一し・・少し坪が残る程度あ投雫を・行gた方・が餌の'不亭
 済と㍗三、≒鮒1一て良条では舳か・・
 増肉係数は…ぐ～/0程度に押えるべきである.う。

 。平字自一瞬長靴05%弦となつて叶・
 ?.・餌料転換碑琴.は5夕～4%.内外で良好とは云牟をい。

 卵1・本試験g・投解即。雫擾早上で苧ったことが雫え・焔
 、は上、郵の・よう・年没餌方一法の改善を図りつ、養.威を行え.ば・よ
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 りよい成果を期待し得るであろう。

 各試験区;ζついて,取上時の平均個体重並びに期間申の=一へい

 死点体表一,喉試魚体重'を歯示一すれほ一五i一争一5一のと一為りであっ業

 て,成長率,一増重率,解粋転壕効率'等セは赤区が:最良であっ
 た。

Fig5

 ○黒色化防止試験にケい1て

 各試験区の体色変化につ㎏ては1;放義時止敢上げ時にカラ

 一撮影(接写)する共に,敢王け蒋に表皮色素の化学自勺症比

 色測定を打つだ。

 ○カラ'撮影の緒巣

 現在;ブイル、ム'現像依。頼'中へ近日中,剃境・ρ一予定.)て.あ.る

 が,肉眼的観察でほ一;対照区はや㌧黒色化がみられ一1,黒区で

 は穣色して自つばく二二歩区がや㌧良好なようであるが,放養



 時(試験開始時)奪局いは,天然ものだ比較して総体釣に穣

 色して白っ・ほい感.。じ..である。

 化学的比色測定の方法と結I果

 各試験区が.ら6.尾(体長/5～/9α胞,体重/00～/55

 9)を直殺(シメ処理)後,一鱗を除いて,表皮だけを採取し

 て測定材料.とした。採取量は.対照区/49,赤区/05-9,

 黒区/49でこれに.2増量の脱水芒硝を加.えて,すポつぷ一し

 精製工一テル5倍量をもって低渥で/5時藺抽出し走。

 表皮色素は全部手一テ.ル層に移行し,浅漬は5回少量の精

 製エーテルで洗5條後,抽出液,洗ラ僚液を加え∴資料の20倍

 量になるように一定盤として/0脳の吸収.セルにて分光光電

 光度計を用い,可視部を測定した.結果'は恥6のと.梱り一である.

Fig6

 タイ表皮色素..の吸光曲線



 .抽出廠瞳漣黄苗を呈し.;赤区だげがや㌧黄赤色を呈した。

 .可視蔀の駿光度拭何れの区分も援一長460,m4/蹴近に贋'取極
 大がみられ.400冊に・.おける一冬.甚秀の殴光度は.赤区が最'も

 高く,0-2。ふ0≡∴次一い'で黒区0/8-5でヨ.対縄.区.が=最も掻く,㌧

 か・0ノ・で笛ポ期ち1一;・色・1素量は率一区が多く・次パ邸・
 一対照区の鮭と底'つてい.る。

 ・ターれ讃皮庖糞はカロヂノ・イ・・ド系の色素二で・ア・スタキ†シチン
 ㌧レテ・イ。ン・・等でその量的検索は・試料が少一往くてでき一ず又,天然魚

 ㍗比較がで章存かう.たが・・今後・鮒の紬卵ろ・㍉
 棲息欝境'の羊一纏め状態により・タイ層1皮色素が・ある程軍・・変

 二托す★一とは繍'帥たが・こめことは魚皮中の一カロチ.ノイド
 ''な魚の光感応た欄与'するいう従来の節を裏付け号.季のかも知
 れれ。1
 。今回・試験ト1淀テダ木の黒色迎確度;と・マダイのそれとを
 比べる三対照区と同学叩鮒よるマダイ養剛37隼海潟地
 先)肥宥いては8月下旬準獲したもρが,9月下旬にはや㌧黒
 色一1倍し,/2月下旬には黒色化がか在り進んで,クローダイ'に近一

 い体・色を呈していた〆、耳1字・8年g月中・下旬出岬米ノ津桂
 島附近で漁獲し㍗1イ奉職で約/ケ月事・蓄養・し…月
 {/日・牛根養魚や墜押送してきたが,・午の1の1すでに
 黒色化岬岬㍗∵1
 邸ち・≠ダベり三'女μ、方が表.届鯛.の場合・黒色化し易
 い頓肉にあるジで・ごめ廓柚み咋・・、タ三イ蓄壷種苗として
 は1チ用岬れて㍗∵1一・
 ○経済効果にら一いて水揚げと試料代の・癌略につ・いてみると次の
 とおりであ一る。-0.;1..

 !2月下旬,養殖ヂヅンの漉蒐姦二希場僻格は梅当均360～450



 円で・本試験幽はノ.1㍗・1・ご“一千・鬼ぺ
 (大理魚が400円,小型魚は一1360.円)

 醇当め平均3クσ円として詳.察してみ岩と,一

 1鍬揚重髭約・一・志茅・卯Iゲ今南=…〃円
 と続1ビ要。した餌料.代は、・

 。ソー二・.坤・㊥・く千円=・・バ・・胃
 子女つ㍗るが・十記のように本軍験宇は投帯軸・、澄大の揮
 向があったことから推して,投解法の改慈を行え牢'餌料代車

 %一雄霞に押えるこ1÷・未呼は宏㌣幸㍗、
 o.底為,甫場魔傑老.は・,一養殖クーイたついて

 「脂肪が多くて味がよく;塾が猫ってい岩こ一之は,養殖もむ

 の強みであ.るが;体一色か天然のものに一比べて劣ってψるので、

 体亀を天苧もの㍑づける1・千・キが必緊だ今ケ」と」云う子・いるg
 ○体色の問題は今後の最大課題であら一う;.一

 因岬・不知火帥水沿郎漁邸れたヤダイ;・タダグ(天
 率㍗)が・大㍗.に宥一㌣て竺大同心畢㍗る肥拘らず・'風時
 舳㌃当りク0㍗890月で岬されていゑこと帝苧える干I
 黒色化甲止法午勿・論・更叩積極中=㌣.坤卵難色発撃法
 に?I{も検誼を加えるべきであ苧う。.

一/0一



第1表

試験結果

 チダイ・対照区  チタイ赤区チダ'イ黒区

2.養一式翠闘
/28目

 38820ぐ一
/225

/28目 ../.2ζ.E.
 318820～々`&κ'30～
/22越一

 3種苗尾・数 30/ 300 302 2尾

 4・敢.上・尾一・数 270 25ク 29ノ

 5減I.尾・一'数 3/ 43 //・

 6.襲兆一I体確認数 僕試
 2含む

9

/0

 ク行方不''明一一致 26 34

 8・種苗総重量連g /夕

 g取上一鮭重・量碑 28

/0種苗乎均個俸重量9 50 50

 ノ/取上平均個体重量9 /06 ノ/2 98

 /2簿・投.、餌料・ト晦 4/・8 423 4)0

 /I3.増.'.肉'一係・数 26・ 244 2ぷ6

 /・4。。.平.勾欄体重め暦重椿牽I, //2 /24 096

 /5・・歩留 率(尾数)第 89ク 85ク. 9ノ

/6  ・(重盛)% /9/ /92・ /9!5

 /ク平.均冒成長率% 0545 05ク2 05/5

/8餌料転換効率% 385 409 352

/9平均目投餌率% /架/5 /40 !.46

20 取上最犬個体重量9 /50 /30 /.夕5

2/取上最小憎俸重量9 80・ 95 ク5



 ※摘要;減数のあったものた一ついてほ,・・一.,・・百・・
 ρ補正を打つだ;

 (2〕カワ.ハギ並びにツラ才秀ハギ,ヨソ平
 α、試験顛闘」

 試験!区;昭和.・・隼・・月・㍗・・月…骨・・冒歯・
 試験2区;〃/0月3/目～/2月25日・56頁簡.

 b、種苗

 戚験・区;・打旬か≒・・二月期め帥けて畢本市牛畔崇・。I
 に沁てタコ郡で漁獲し千平均秤体重・!・1・一ξのカワヘ、
 ギ30・尾とツラナガハギ・ニソギ・5叩(.ヨ㍗多い、。
 試験2区;9月下旬,不知火海でマダイ幼魚と混獲された平.

 .挑体重ハ㍗のカ.ワ!'㍗ク尾を即した・
 小型竿苗として試験?蹄午、し率ものや糺

 C、猷験区の規模とイケ.ス

 試験/区;チダイ養成試験黒区イケ三と局Ir親枠の金縛イケ.

 スにカワパ率,ツラナガハギ,ヨンギを混養。

 試験2区;金網イ午干(#/45分目亜鉛引鉄纏傘網)!5

 ×/5X!5.mにカワハ干のみ㍗即収容・
 d一、餌料及ぴ投餌一

 '冷凍アジを解凍しセミンチ餌として/日2回撤餌した◎

 一を、試験結果と考察'一

試験/区

 OI結果は第3表のとおりである。

 ○へい死が多くて垂留く尾数)ク.09-5%セあつた.。

 ○へ叩したのは大部分がヨンギの'小警9も叩・木型の
 ㍗・㍗ギから攻撃された・りし∵傷をうけたものが多か
 った。.
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 g約・1㍗警率㌣賛岬!咋肥岬秒て
 二準らが..ヤハギに㌣㍗てみ1季・と平均個体重で約
 33稽の4ち0茅内。外に成雀しIてらる。即1らヨ.ツラナガ

 ー一ギ・十㍗苧甲て岬自岬帥㍗て
 あらわれている。

 -O翔職中・餌付予守・雫㌣下平発1こ苧了天∴斉斧.魚種と

 試験ゴ㌣㍗㍗魚種㍗.一・
 ○緕果は第4表のと有りである。.

 、、一一ゾケ月近く試して・ア榔重竺1倍㍗た・∵
 パッ試験/区に比較して塘I肉俵数・碑雫率・蹄転換効率'

 ぱ倒れも良好.であった。

 I∵い㍗・試雫/区・のカ㍗㍗竿較す」争・と'平均
 仰董叶ヂ箆倍率.セは・/.㍗.2ソ.と率.つ・てや'は1
 平均冒成長嘆でほ/まが/..㍗!.そ・∵・平二雫千ク戸5.%
 で、デ.干.の方が†.♪寓準.と在。二、下・㍗・
 .㍗㍗∴㍗.き岬で.甲、㍗からよ仰付
 い走。

 いプ/!2触㌧、㍗那魚叩繋・/1岬刈・鹿
 児鮪靴蝸し走のセあるが・蹄年二!琴。し.㍗二本型
 ピツ∵㍗外)と↑甲=声㍗./ρ㍗メ・!09)
 }分れところ・晦当り単価で2001㍗く.3叩てあつI
 た。.一.、、・.ご=.、茸
 ○本県に帥㍗.1㍗1'ギ卵響叩海夢る仰事阪
 .、挿㍗に帥るよ㍗珍翠㍗るこ.とぽ潅・・鄭つそ・
 下部率の部邸人れてw・る・=i岬であってI1彊森に夏場

 、二、、..滋い.㌘等紀鍾用ざ牝み位一のも=ので一;I蓄養の^対一象魚種と

 一一!3・二:



 してIは懸念してい牟のであるが,一

 !非常た・飼い易いこと。

 2かなり戯長が速いこと(.但し.,ツラザガハギ,ヨソ

 幸は成長悪く,不可)。

 予.4…一内外gやけ如ものでは・檀撰も・卒
 悪くないこと(冬季で竜200円内外L一一夏は更に良

 .い。但し=ウマヅラハギほ500～6009の大型でも・

 ク0～80円建麗で下町)o

 等を考慮すると,蓄養魚種としても。面白いもののようで一あ

 ・る。・

 ○上記のように出荷時の大き一さ誠魚価に影響する⑳て,当

 本魚の養成(夏～冬)だけでは',辛一㌧難点があるようであ

 るので,2年養成か一,/集魚以上の種革を対象とした方が

 .よいと'思:りれる。

第3表

試験結果

    '一

  1魚種カワハギ及ぴツ三ナガハギ,ヨンギ

  2養成期間3♂/04～/22よ・83目闇

  3種苗尾数82.・

  4取上尾数59

   滅尾数一一一'■.一'一.6斃死体確認数・一一''23    23
  7行方不明数0I

    .一二..

   8種苗総量軍和/0I0/一'2
    .一一■一

   9取上総重量■ノ3200
    「

 カワハギ及ぴツラナガハギ,ヨノギ1

 L一一一1

 一一ノ4一。



蔓.画平夫宮藺津重一返

 ソノ。取ユ:平1壱個体重量

占岱
 講ζ

 ;、・3I一・≧蕎肉一

 平竿1舛俸童の;識伝率

  湘砕重量・・1.茅

  1個=俸・重.姦・具・

  餌量・一韓

  '一一'一一一一

  .一^十一一■'・^■rで

  (養一量).汚旧
  威.一長率'一一φ

  ..警・.。効1字一:%
  R・1縛鋸聴9名

 一5二ぶ

!85

 1、二、ぷ

 .II㌧二一至。
 、.一三・

 毒I・'
 、4三1。
 フー095・、,

".二  .、、、、、1二.、1
 !クヰー島一昼威

 ㍗一.、野.、野、雫、換効率吸

 ・.!.撃苧・詳・・%

 ;ふ.要1減数のめったものについて仁王,
 打つだ一。

 ∵、1二、、率.・∵、..繕1え・

0.635

3.9.0'.I.

ン6,28・

1
.
一
暑

∴∵∴

    '

    .噛ニカワハギ(身I

    2義1腕=...翔.・坤一戸.….・・÷・・午・・紬
    3種一・薔尾=響一3ク.

    一、L・一・

    j4敬一ユ尾I一省26.
    一.一一一'一'

    15誠一I・一・尾・一㍍一徹二・・!…

    ・窮死一律確認1牽.・包..二・

    くi.'.ク行い右不。ポ数1≡1・種一∴酋・一・総一重.衰.撃々=.:    吸5劣、11
 .しソ、・・二一 へ



一散一上総重一握 2730.

種畜平均個体重量 3ぶ2

取上平均値体重量 /0よ8

 総.投餌・。奪. 2/

 /、イ95

 平均個体重の増量借率 200一

 歩留率(毘数.〕  g二6.妻

 〃(重蟹) 26'/

 平均自成I長.I率 /ク65

 餌I料転換効率 8字7

平一均日投餌料 2・08

 簸摘要;減数のあうたものに?いては,・/3・,!・.7,/9の蒲

 .正を打つだ。



 (3〕ヤガクイサ'キ(コトヒキ)

 α、試験期闘昭和38年8月2ク冒一～/2葺一25日/2/日蘭

 b・種.二貰二
 .ぐ,耶秤.1牛梗養魚苧肉に・卵て小型旋縄によ,つ不漁獲した

 ・平均個体雫・・.く44・gもg-78尾・更.讐・試験地中いて.釣
 上げた同程度あ大きさ(平均艦俸重。/:50一。募}のもの5尾を!0。

 月・・.弾外て?合音・・雫を種芋としれ
 C、イケスー

 最初,クレモナもち網8×8',80経の!8×!8×!8m

 を使用していたが,ヨ当レめ付着が泰しかったので,9月/2

 日,クレモナ24本,/2節の2×2×2πのイケスに替え,・

 更に・イ.9。早/ク甲金縛イケス1(祥/'^仕一目ジ!5×/5・
 /5切に替えて/2月25日まで使用した。金縛イケ入。は棒ス

 リーを用いて時々I,掃除し,た。一

 d.、餌料.及び準餌

 ・甲・二千回!朝一・夕)・アジの1ンーチ解を鐵餌とし千与える・一
 事を原員町とした牟,撰野.が緩慢であ?たので、一半量を撤さ野と

 し・馴.9干皇位は・塊状とレて投与し㍍
 目の一大きな網地に包んで罵り下げ方式としたことも.あ。つたが

 恐れて,全然餌に付かなかった。

 畠、試験結果と考一鐸一
 〇結果は第5奏のとおりである。

 04ケ月闇養成して,平均個体重で!4倍に云つただけ一であ

 る。

 ○総俸釣にみて,餌付きが悪く,特に金網イケスに移してか

 らは愚かった。従.つて増肉裸数も445と相当・高い健を示一
 した。

 一/クー



 ○共喰い・ある叩病害も1殆ん・ど准11歩留蝸か舳よ〆
 のであるが,蓄養魚とし下は飼い行くい魚で,不適種と云え

 ・一まう。

第5表

 ・一試I鹸一緒'巣

   ./一点.一一一'種一ギガ亥仲ギ(コーポヒキ)

   ・一琴・・ポ'期.簡.3主82ク∴ノ2沁/2(冬ケ夫
   ジ種・・一苦∴I卓.数83..(98+5
   4瑛一.よI・.尾・琴中一7'9、

   一'・阯■

   一5一滅・尾薮.4'三、・
   6蟻死体確認数2

   .一1''

   .ク,・.行一;.亥・不.,.羽数二2・

   ・・8∵種。1二菌1鰍一・重・一蟄・隙粥亙班血ギδ一独
   ∴ぺ.9.項文・・ニヒー・羅葦“1重・一一走菱・陶/6劣ω.・

   /0種苗平均個俸墨壷`一'g''∴二   一一//φ4

   //.取上平均衡体重量9.一/695

   …総..箪.餌,量.'.・〆./・μ響。・.
   ノ・1壇..肉1.嫌、、.数.4付1;1
   /4平均個体量の増重倍率03951

   '

   /ぶ歩留率.`尾数)%';95b
   一■一

   /6・.一、・グ.(・.重量

   /7平・均一目歳一十長率ク/一一
   /8餌・料転換効率
   ■..■一一I一一一''一一1'…

   /g辛一切・目投餌率5一

 /2ノ目.
 (4ケ旦)

(98+5).・

中簡期.
 亙地十0Z皿

 ㍗、∵春∵㍗㍗/3一・∴・・9叶
 一r/㌧8。一



一般漁況(1月分)

漁業部

 鹿児島入港船の概況
 上旬÷グロ船法28・N.4・.・32瓦の圏辺に多く出漁し.主に

 ビンナガでキハダ,メバチの鰻で釣獲している〇七島近海

 の瀬魚騒一ぱ/隻平均/5トン位であ一る。ノ2一.月末頃から東

 ∴甲怖繍・が入港しはじめてい・厄がノ郎牛って連日のよ
 うq癌し・・大アジ・中サバを主軸準けしている。

 申月下旬相変らずマグロ騒,東海内蒲が連日入港し'・市場は

 一ビンナガ,大アジで一満杯,又山川のブリ鉤付も/目平均

 /00本の水揚げが一あった。

 二岬東海サ坤約一1
 .し、入港船数ほ6隻で漁獲量は//8;トン・!隻平・均/9トンで
 .ち一前月に比べや㌧良い。踊場は魚釣舞北西b54ク海区干ある。
 ∴これらの麟船は・月下紬ら†傘の銚子沖に出漁したため
 東海のサぐ騨ほ'時休漁と在つや
 =O先ツ才漁.業1

 く㍗入って入港船外激減した■
 蝉港に.ζ牽・∵、千.ト・の確憂・山川港では峻で・ク
 ぶ練:た岬岬㍗笠原1台湾'・†型㍗七

 山川港'..・“・一1…一一枚帰一港
旬隻数幣撃量.'隻数.漁獲量
 上/・一=9トーン=;一ピ'存し.

 中在.し

 下3一./.冬ク・〃・

 計4/56〃

!32トン

 3.・、.55.〃一

 4よク〃

 〇一旗.・・.・瀬'

 双手の漁場は甑島,牛深近海'で一生!にム・口.豆アジ,申には甑島

 ._ノ9一



 近輝でキビナゴだけを=漁獲している。片手ρ率筆は屋へ島,蕩
 一瀬でまに中簑小アジ,・ムロペ大・」小サバであ、.る。

旬

上

中

不

 言f.

統数

..2

2

17・

串木

漁獲量

240(箱)

!99タ."

526〃

 2ク59.〃

外港税二1.崎
/.続平均.統数漁獲量
 .…鰭)。二4!女・…鶴
 66チ〃./6/6,200〃

263"//イ0/9㍗
 394〃ク//07800〃

港

!統平均

/852(籍)

 /0/。・2〃

9/8〃

!5/8〃

O

O

 ヨコワ曳縄ぺ

 昨年・・叶旬.から薩南海域に率群の来澁がみらIれ・・その頃
 曳縄専業船テ・隻位で操業し一・・日'・隻㍗∴・・尾の漁をな
 して/月に一入ったが,中旬一頃岩・一らや』・一良く・庄一り.,下旬肥なって一
 本格的な盛漁期と荏った。・

 漁場は枕賭沖合と開聞浄合にあって,出漁船数は200隻余

 りと在っ.たよこの漁場てば,葦寄一りはソーダガツ率の混獲もあ
 り,魚体はI字醇と4、さいO

 各船の成絵は書ちまちでr好岨不漁が徹し.く,好漁鰐では/一
 目に/0～50尾`最高4ρ尾)不漁船ではゼロの状態である。

 従って魚群g難産の高い所に出合った鉛ρみか舜漁して平均化

 されない。碗隼の盛漁期にみられるヰうな漁場全域に平均した
 魚群密度は在一かった。

枕崎港

旬'漁獲量(晦)

;上./240

中!950

下.3名450

1一計一37640

 ブリ飼付(山川の分だけ)

 漁獲量.は前月に比べ4倍も増加一し,いよいよ:盛・漁期.に入った

 ようである。しかし魚体は/晦程度小さぐなめ平一切5醇である。

一20.一.



山川港

旬漁一獲  量・尾藪  !尾当り.むI平均重量

 上一、一4;3グ0陣8才0名9

申

 昇2/I4 /:69ク 5タ

下/23.33 44/8 5/

 計259/ク 4995 3-2

 O一ブリ定・置

 I一イ月中旬内之浦漁場に4090尾の初漁があったが,.その
 後全然在しI

 こしき島では/月中に上こしきの一本松漁二場そ30'0'梶,'

 黒海漱場一で.3...0.0I賭。,牛刀ソ7一=日一一'1一票瀬漁場に90-0.'尾の火
 縄が.・あつ沈。・魚・体一は./I・月中の・も・一め=一でI3陣1,・2月一の大漁む分一は

 今のとこ.ろ不明。



 アユ養殖の手引fその5)

 ポ給寓回数・'ピ=一・

 給餌回数は何回が最も経済歯一ヤあるかほま走はづき'5した試
 ミ験繕棄法踏てい在いよう・であるか。茨のことは判ろ七一る。

 と二給毎回数を少くすれば一回当あ6相対墨か増し,捷ξで長

 三時一商をか'けて喰べるため池水は濁り,鎮料中め素養露奈もが

 在り水中へ溶解される一もの差考えられえ二支録た睦一半箭と牛

 '養j回で良いと≡書いてあるものも奉るが上あヒど春さ適当で

 は在かろう。∵・∫・・∵・一・ポ∴,一印・・
 b、一重た多く与え走力添良い主君プても一日だ十数直生も表れ
 ば労働時I間の損失に比べて郵粟Iは少いよIう二であ一る二一一一=一

 最近はあちゆる甲面仰化が盛んに研究干れ・雫鶏に於.
 いても/日/回給餌にまでなフていることを考え宕と今後研・

 究レ底ければ在ら'底い出題一をだ.くさん含ん1で自る一。
 ρ上のことから考えてみると3～61回位が歯当と考えぢれる。

 前にも述べたとおり魚は水を飲ん・そ夫一きく・一差名'.6一そば'流く・;

 大きくするために餌を与え春け一れば在ら一浪φ;しかし1与え名

 ことのみIを考えて打つたので法水た睦岩ぜ一そいえ場合金がな

 り多いIと考える。このことからも適正在給餌量や回数一がいか

 に'大事などとか判るゴ・ジ
 オ給餌の一方法一一一'I一'一一'一一.≡}

 アI三の給'解法にほ次の=方法がある。一

 a。一{賛き倉牽湊'

 、.b.一徹き一飯法I

 ・'・・'吊り解法一一・・'」'一一・「■'

 これらには夫々特徴があるむそ現地だ合うよう工夫寺るこ・と

 ・一一が望ましい。I・
 一22一～グ



 ・置き餌法

 天然のアユが岩コケを在めちよ'うた一して傘べる習笹を利用

 レたもので,餌をにぎり寧位の団予にして池底に入札千や李
 ・アユはこれを群集して食べ.る。

 /回年1㍗呼与千㍗中ら坤亨声与{
 '呼咋戸・争法戸外.二叩㍗咋魚が転1出が干食
 ヤ子㍗呼坪又叩㍗き呼中印帥苧め漉
 ・一・永叙癌}接餌が葱く去る場合がある。

 ∴呼㍗苧申呼㍗叫だけ呼閥で済む
 隻所躰あちため箆養衰つとも普及一Lている、

 重た㍗?苧岬の卒からヂ号す亨㌣雫㍗要する
 '場合栄雫㍗苧㍗.呼㍗予'千、㍗、干I㍗れ㍉

 I・・b…一薮茜餌料;一一

 パ与沽で1㍗1一中∴少し?二の甲を撒い下・†る方
 ㍗で叶†㍗㍗呼李㍗1・千李㍗.動甲笹

 ・・い.一め吉・q・妄蒲喰して〆る'。.

 1㍗合ヤ叶㍗㍗に入手讐㍗るよ
∵㍗㍗㍗㍗㌣㌧㍗㍗
 パー嚇れチつ紬や岩ごと沁戸'叶二千く1,叩㍗芦す
 る縦つ干給餌回数も多くし在ければ在ら㍗?.呼アー、
 非常に臆病在魚で一水.㌣や㍗.㌣㍗ギ㍗叩れ
 て鎮}き.坪1く・発靴舶を亭たす叶戸るか、ら人に
 も浪か哀雌れ㍗が月撒き寓を行い・・雫雫よ・、、獲㍗ば手
 の上に来て餌を食べ争よう.舳.'購雫.㍗・㍗㍗で
 打っているベテランもいる〇

 …沁“1'1王ら一1滝の舶加管跳昨呼㌣㍗
 一23-L



 吊り餌法
 アユは池中では池鑑・に沿っ.て回蓬.す必・性質がある一ぺ

 馬.岬法は.このアユ・9即蒼で予舳壁・に餌を入舳・容器
 辛吊し・これに碑を不れて牟べ1さ.せ.るパ・
 軍・き餌㌣よ.う一に師ミ弾.ヴ率・た一中蹄f和層・)1干草・・るため

 甲=李苧あま一り濁干帥の、泥及;び卵敷・帥では必要であ.
 る。

 容器は各自工夫し,池壁に数個吊す.餌は団子状にして入

 れた方が良い個

 以上のと舳夫午に長所1・短所があることが中かる・当.場
 が昭和38年に試み定例では置.き餌と同回数給餌した撒鋼1区

 は前者一に比較して・成長が真かった。養成池の関係で正式在試I

 験籍果とは言え安いが興味あることで1ある⑦

 d一餌付時め給餌法

 ア.ユの餌付は比較的簡単で善通3日位で完全に付くもので

 ある。

 鋼付けの時は少量すっ.あまり麹に宏らぬように一して根気一
 よ<、/日ク～8回慎も分与することが肝要である色また餌

 は普通より柔らか一くし,とれに米糠を軽く焙って香りを良く・

 すれば・アユの食欲を・そそるもので亭.る。
 カ鮎を取扱う上での注意I.I・

 餌止め。。。網曳き、池替え,輸送等地の魚を取扱う時は必

 一ず前日から給餌を止めて二空簸にしておかね博致扱中に襲死が
 多く在る。

 舞上は。…注水.口の蘭鎖によb洋本量去減じた場合狭い浩
 一蟹縄申に多量の魚を収容して通水が悪い場合,漉底の擦せつ.物

 キ殊鋼=等が堆積魔敬して高水漏の場合讐,水中の酸素不足から一

 歩還の窒慮兆一を起すことがある邊

一.2,4二一.



 また容器中に入れたまま放置する場合も同様b事態唾起す。

 取扱いパ・・ムアユはコイやウナギと異底り、水かち竣り上げ
 舵ほ直ちに募りて死病かぎ・萢替.,選蜘等の偉業そ手くいあげた

 場合手早く水中に放さおぽなら在い、壱た〉毛嚢等で筒時に多

 錘の漁奄す二く・ち時は下稽あ魚ほ重圧!の一ため翁渇から二七一いねい衣

 ・一散援凶'を一要し7水面上蕎之から落したり.放投じても表面落下

 の衝撃で弱らせて一殺すことがある㊥

一25一



定置観測(1月)

養殖部

 ○旬別平均水温、比重(滴一潮時観測)

       水温.・σ比重£ケ
       旬一'一一一TI

       1一平.均1一前句圭平.年差平.均前句菱.平年差,

       ・よ一/6.30一!05一03/2ク0/斗003●十0ク3

       中/59ク_633斗0/52ク40十039十!/3

       下/‡ゴ0一α・一7102ク26左6一054十0ク/
       ■■

       月平均ノ568一2/2一0242703十004一十080

 ○水温

 /43や/68Gと変動し上旬はやや変動が大きく中・旬以降

 はア隼羊の安定した状態が続いた・リ締水温は!メ・千・gと1、=
 範月より島2G'低く在り・平年値とは020と僅かに低一膏を示.
 した。

 ○此重

 2ム2～2クIクと引続いて高比重が続いて,安定した状態を

 保.つてい如月二平均値は前月よりやや高目の・ク・.・と在グ.
 平年値より08、高目と在っている㊥

一26一



 39年1月の水温,比重の変動



漁場観測速報(1月分).

養殖部

 1・旬別平均水準

       詰.'・輪・水・一成.川.I星1..一       歯旬測・・箪・研'..一一'一'最..二.高最低衰二・高一一環...低・.最後
       …上二句.../6ρ../55=/95I・年ク;三/ケ4一…=!・13
       ボ1.旬/84/竿5/88一t二/8ノ..二/ヲ2.=一一!今.5'1
       下旬.一!39./34/80/ク/'/今ダ./6=.4.

       月一ヰ好1./5ノ/字4/どク/φヂ..!.4・..ン戸・
       ■一'

       .堕一一月差一一～6一28一2/二戸{..二㍗...`/.0
       葡年差..十0ク十06十26一十30.■■一一

 ・葛輸の月平均紬は・…～.…げを余㌧、叶.叫.叶一
 てユ名㌻28ぴ低<;.繭I年同顛に比較する.とくキ.}.㌻./44ダ
 で・、・～・・ぴ師.キ、牟っている⑤一・

 一〇水成州宇月平触溶は・ター・ん・・干咋.宗ピ譜月印較.一
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3里村
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葛輸

 総漁獲/638晦でこれを魚種別にみると,嬢魚が820陣

 で50第。次にタ.イが733陣で44ク第,あとはカレイ45

 .陶2ク%.ブリ40晦で24%を占めている。これを前月と比

 較すると/538晦の減収で約半滅しているが,.タイが64/

 晦,ブリでク65晦減収し.ていることが目立っている。又昨年

 同期と比一校すると昨年は琴天続きで出漁日数が少。く8目聞で
 580階の水揚で本年より!058鞠少い。

水成川

 総漁撃2465晦で802邸増収ヨこれを魚種別にみると、

 シビが・3/6筆で534%を占め目次に…蓮魚が550鞠で.
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 223%・タペ420㍗/・子0%・イ・セェビI/㍗準・ク3・
 %と浪っている。これを・前月と隼較する.と特にシ.芦が896.醇
 増破したことが目一立つ÷いる・。又葡年同類と庇載すると葛輸、と

 二。㌻二曲鴛臓牛く塵か㍗㍗・り㌣0∴伽
 ・総煤塵三79・.23野と在り菌力ブリ・ヒラスの豊漁で一2ゴ}94

 ・卵叩し㍗㌍引続今月、蝉に変孕叶ら咋が・総鮒
 。劣!、～9監1の増塚と率ってい札秤種別㍗亭と.・・イ1.㍑ラ.
 .スか.㍗舛、下前角にくらべ・山.・酬㌣てき.て・師
 カ1111†.てナゴで㍗{.0,9甲㌣てI叫'ま走イカ類が
 ク/9晩で前月よ。り599鞠も好漁してφ号更.

`.
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 各部の動き

 ○漁業部

 /月g。/6目麓/0回県青壮婿入の漁業研究発表大会㌍

 に笛席。

 ノ月/3目=・rかもめ」はヨコワ曳鯉試験のため枕崎沖べ出

 港。

 .く月/6.8願市丸は冷水対策海洋観測のため出準。同時に
 魚群郡査も実施。この定輝に率ヶる魚群数はイ5群牟けで
 今までめ最竿岬録を科た.。
 ・貫一・・.目一触丸は融.定碑魚群調雫に踏港・この定縷で
 ほ今重での最高であっ走。特にI多かつ走海嘉は犬偶東部,.
 薩南西部の海域であった。毎月多い鹿児島湾では今回は特

 に少く一,剣林島～長崎鼻で4群しか在かった。

 .・/月{7・員三.「かもあ」ぽ蟻漁期に人2た掌ゴワ曳縄試験の
 ため蹄帯。1.香漁船'は好.甲不・漁のはけレい海況に四苦八苦・
 しかしン日に最高/万円以上のとき一も.あるので護張うてい

 るO

 ○調査蔀

 一※39年度ノ・マチ種'苗.需噛連絡会一
 本県のハマチ種苗籍絡会議を/月/I一/日本場たて開催し.,
 本年は/ク経.営体で265000尾を蓄養する言下街そあるが

 昨して・叩鮒の種苗を1艦・保・出来・るか苧・う三三が.いへ
 .今年から.は阜.己採捕も出動する予捷であり,4.5月g海
 上肥ブ.リ仔牽求める船影が浮んでくるよう李気もする。

 激かん水養魚道麹調査
 鰯久穣戸柱地先あ養魚遠地調査を2月3。φ冒にわたって

 地形,水深,水質の各調査を打つだ。一現在資料をI作成申。

一32'一



水質調査

 '舳資港榊濃紅場叩によ子率蜜㌣を2月5胃にお
 1二∵戸∵∵ダ・㍗㌧ぐllフエ場脇
 現在,両者とも資料分析中。

6.製造一部

 作ω製品製造に舳ては・フカを主とレア.㍗増量厘
 督.羊一ギ千興揮し.下戸二るがjア=:ジgみに干る場省・,弾力に欠け

 雫県警坤が樗難㍗㍗ているので・目水研山本1常治
 二.・1サ平の㌣㍗㌣嘩ヤ㌃ア;㍗1歯茎,
 蜘添加に上る鎮晶化吋叶畔率雫岬郎キ蝸蔵苧
 .1㌣写㌧叩中共に揮一千酸;=蝉塩干を知アジ
 ..平サ㌣㍗李讐こ.讐繍を実叫れ・・1、・∵・・一
 二師部珂鄭育柚養殖タン・9糖漬製繍糺して調理
 鵬除去年=ギ鐙飢酒粕に湊け込争熟成の後包装館とし旭

 、.外11如室料㍍てめ凍結カツオに関†る読究(継続プ

養殖部

 燕のり施肥試験の第6回(/月2ク目～29日),.第7回

 (2月/2日～/5日)の水質調査を米之津勢先,.2季.の観二。

 .中点・に干いて実施したr∴一∴∵讐≡一∴∵.“. 、1.咋雫と凋・即.はgり・b・曜舛干・る・晶鯛査11
 (;率琴坤㍉全室一率苧測定ノ1秤瀞の㌣雫煮ゾ!=0個

_一3'3二一



奄美短信

 ○当地率大.木琴.6塵目の正ξ辛迎え元早・2。.。3目曇・小雨ξ琴..
 禾率苧ら季撃≦・夢って衣㌣静牟在正真で斗た・・

 昨年と今年の/月上旬g=蝉気.渥芦年較し.㍗・ま.すと岬雫・
 .ヂ。2甲.(平均∵).今。年!予/・7甲.=(平海)と正月以.平素戸早が続・
 き・バブ1亨陵れた小い=亭。辛月二こξ.叶p
 峠いサクラρ小枝を持って歩/入の姿をみて竿春を・履

 一身近κ感じ'妻す。大寒を迎えた奄美の今日この項とでもい克重

 しよう。

 ○昨年の暮には町一役場から一吉仁屋港岸壁まで約20-0流'メi

 シストリートρ舗装完成,瀬久井部落には/日処理能力/50

 トンのグリンのトタン張の大型製糖工場(鋳南製糖)が完成し。

 25日より操業麗始/El,/日と忙しさを増してく'ることでし

よう0

 Q小学生の頃年軍のしIりをタタキ,サトーキビ搾り,その後水

 車、機械と変るにしたがい自をまるくし見学したものですが,

 大型工場軍学千/0年.音を顧みて・榊哨驚異を飢沽1・
 ○田舎の務作寵カの底い年寄の詰では少いI土地を売るわけにも

 いくまいが㌔タダで耕作しても.、よいといっても季をつける人
 も在く荒れ燈うた■いの畑が象ら環状だそうです。

 漁業では小理カツオ漁船乗組貴名令化及g入手不足で湾まさ
 れているようです。このよう底状態の原因の一つIとして,2旬=

 3隼煎から急激に蟻んに一なった繭磯。業のたや鮎さ舳の・・
 才～4δ才の中堅労働が,努はしめぱた王女は繊エペと駿いと

 られて行く乍めとも言われ干い。ます。鰹漁業と大島繍・黒糖等

 r-54一



 大島の鯛亭葉と畳1され.午苧ら・=手戸1し・て=綿カ・(労働力)が
 へあ,そ叱)配分が棄は/φに庁=二よつ=ξいく.ξしたならば,何か

 しら考え.させられるこ.と・では沖でピよ・・うか・'…
 Q試験場生活写や6ヵ月,8月の勤務一当初はマベ人工採董の繁

 I忙中に.あたパ;学校一時徒一の習一憧余技庁一ず…,失敗.一,乱雑を、緊義の二一

 連統であったが一一月.自か立つ走に.'した紅い,・い～・らか仕裏た舟

 す一る神'経集'申一がそ'き一る一よ.うた在I'う'た;

 一郡I竜あ,聞k一・すべ'で紬'し・て.I過一した・・カ打ふ・パま=レーたカ1
 今年は,哀蔚希望を薪.ただし1頑I援ろ.てIト・ぎ・た・も・'乏恵ト'ま一女;

 K.田

 一3.ダボ....



分場日記

庶務係

 /月/ギ日'照市丸入港
 /一月/3日・〃・出港

 ○製一.益係

 率餉㍗早・工卵敵魚押乾雫場造乍・年業を奏す.1千1一
 ㎡',わずか28000円也の牽傭ではあるが,これで一先亨
 非難は受けず一に済みそ参。'

 ※工物鯖晶整騰もほつ崎つ天候の関係でゼイI口竹が入手鰐粂

 ないが2月中には何とかしたい。I

 平キ1ン十イー加工試験前平岬呼施・回を二途う毎に壷の
 向上を見ている。

養殖係
 燕咋・率出水技は/月8'目㍗・ら!!.2.咄で山口県の種・
 苗センダ・高姉の栽培漁業センダ及㍗.㍗㍗琴殖
 .一千・Kこ叩口.岬・'広争.・㍗各呼,ど咋殖施設の
 一視一察をしIセ痛場。

 類一本年度の人工採苗に‡る一与べ稚貝は養殖筏に垂下後の歩留

 りが悪く,約45一%の!50.0個.程I度に宏つフCo
 クロチヨウ稚貝の方は殆んど'/00一%の歩留りを示して順

 調在・歳畜を遂げている。ぺ

漁業係

 .熱十鋒受網藻薬試験一の基礎調査,実施(宇横,各瀬地区〕。

 姦基本調'≡蚕敢り妻と.め。

 ・こ、コ6一



 鹿児島の漁業用語 その1

北山易美

 鱗の用納予葉・呼び名句れも通常のそれとは宇く違㍗と強、ニニ
 特㍗州柵そして㍗方帥∫強1く雫璽・関琴ぺ1地
 方I肥よって遵つセいる.o

 鮒島県の漁村川畑外の人竿.は全・解され砂ψ1㌧
 鹿牟亭即㌣平られ走のが下平手う11享和争論…1㌧岬
 画弾叩叶た予叩ヰ底く.単午苧㍗っ亭㌣.メ子の鰯㌣き
 な吋とを埼断りし・在荷この帥にξイ・一㍗千1と.・亨気?1きg.と
 き蔵教㍗㍗・
 漁具,船具について

 一∴1一.9・,と...ん,戸ぬりの・イカ.㍗9"こ.千1干∴ヅ方牟・苧
 南下してした小平動・力給率.∵!・ン.=.=ツ
 トーン機関⑳・音をたてながら健周してい・たこ

 とから塗野太宰・1こ.㍗二んと㌣う。..芦薩亨、面
 .乍よく聞く。.、

 ,午一・夕..㍉・・果・・は..
 とんこつ漁船内で鯛する峠の遊払.孔邸

 1…;..・、.1.・。・体声・?税にも率.肘㍍,碑蹄.㍗・と、んこ.・
 雫。坤ではと々こつ∵関那!布一で・は矛一ゲ
 という。.・.

 そ..ら掃除潅とに使㍗ワ㍗こ午那9付
 いている・の坤ゾラという㌣.一字の季.庭・
 ㍗在ぺ、・・〕;ラ'.ま季卯.㍗琴㍗㍗.書
 云うのがめつ叩ヂワ㌣を錠牛亥壱よ言
 .出'つて=から実を消して,そらという名一

 .早クI一



 も船上.以外せば楠か圭一く在った。

 しお'ぼ一.∵㍗甲,に1通じ干.の㍗㍗かと思
 一ち神子絞.甲㍗シー㍗カーである。

 ろ1ヅ・か即一うで叩叶ている馴のところ
 手口㍗,と戸.㍉つかは刀のつかと凋じ・

 、、・率で.苧㌧..
 せえお竺岬㍗.き.ロヅ劣に引㍗ける縄で・一

 通常シュロ縄一で価来ている〇三崎一地方で

 …ばハヤオで・呑ちO

 ろ・ぎ準9撃㌣千1る部分にはまる占う鰍
 =射けてあ・る堅一夫二で.出素た突起しているの

 干、㍗.'・苧・児島で?杭を=亭と説㍗ロ
 キξ.芦㍗㍗・

 いれこ舛㍗一いるくgん鵬榊苧まる一・
 と干ろ下ロキを雛・イレ㍗事㌣碗.
 ∵る岬.で㍗レ∵、

 ・ガ'ぱ浮,.一一子∵
 いIわ..洗''子

 植たつ柄の㍗て㌻るタ子
 ど・んざ一一率、れ.な㍗.う咋・古着をさしこ一に絶つだ一

 ・手口、㍗・よう薦叩船上では作業藩と在Iり・
 裏く仕一立てたものは夜具代.りにしている・.

 野師㍗必要率作業挙で畔寒窄と岬っ
 てい=一た一幸今時古一者たちがたまに着て一いる。

 関東㍗ボデ㍗ツ着物1沖つ岩一物在
.とと㍗.6・.

 つ1い一たん。何ゼら一'。帆一船によ一る'カツ才漁業時代年毒鼠貴が

一38.二一.



 各自釣,ヨマ底とをスれていた一篇のことで

.華机..

 みそ帥ばら三千㍗㍗午舛細工してミソを各自火
 .1れて珂てr㌣㍗.ミ・岬を㍗たん一一
 ばらといつ一てミソは各色の調味或はおかず

 としていた。

 いそてんご着物を人れセ持一ちこんでいた籠.でイソほ

 、苧竺一・.て㍗.㍗、手かと二のことで沽1
 以上?…㍗ヤーれも明治中鶏前のカツオ

 船の船子たちか使った遭臭でいまはその名

 も.有一ψL㍉車に古老たちが郷ってい
 .る。

 つの重姶の辛央部の虚の間。

 かわら一船底の甲趨.・

 へら舛で㍗・ニラの略語ポ
 漁㍗二㍗、
 かIぶしま坤こ一辛ゼIあるく釣市11戸を

 激1の子かぶ亥一と㍗・人に命じ明かせ
 ㍗た・、吟で牙よ"苧とと叫

 か・㌧率呼ナζラであ.㍗外てば∵…、・
 .ゴ∴ト.㍗・㍗うが同じ鹿児島県知子

 、㌻∵㍗∵ン(∵
 かん・だ・ら三雫干㌣が弩㍗眼をかすめて魚をご童

 ㍗下一字㍗㍗にすることで関東叩て
 い'うドウシン毒?で牟る。

 形も・底・戸、牟、、.・㍗下.弩の姿辛見え㍗こ、千・.

 飯の一善虐け∵舳㍗㍗代名調であ1:・
 イ.…三・一

、
=



 すで一匹も.

 縄だち

かつぎ

 おかず程麓一し・か獲才し在いというのである。

 形もI青いと'同一じで一匹も獲れず素手で帰

 えるこ.ヂ南薩考面でよく薗く・6
 、準師・たちは単の≠で.も即.上でも。咋午
 どう平・いけん.か(如何か,)と・話し=卵.る..'

 が漁模様はと?かと一いうこ午で・碓ρ1し・率・
 し'答は挟つ一た。よ・うに獲一つ・下いて・も飯一のせ。ば1

 一?かり,或は形.も無かで'ある61。・一一、一一一一'

 漁場の深さをい一う・と一き縄だ卵幾・か一考=,一
 一哉一は幾ひ'ろ一だちという.o

 裸Lもぐb一の一ヒと.をI甑島で一は'ガヅギ'に行IくI

 .平クダ午㍗、…軍岬㌣クニ㌣
 いうが鹿児島県では甑島だけのようである。

 内海延;吉は㍗.†叩葉亭琴.干著者即
 あ・左=}けきに警いIてい=る。(県漁誌公社専務
取締役)
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 1月のマグロ延縄漁況

漁業.部

 漁場は7イ・リビーン束I方め/・}～25N,/30～/34固附近

 と=妻=界東方Iの2'ク～I3-0N'I.,ノ3/㌧/36瓦附近であるがビン

 ナガ・の圭礁場は喜界島東一方で釣獲率も.466というのが見られる

 そ一ヰ均3ウグシ5ライウビン東方漁場瘡をンナガδ釣獲率は/0

 為24内外ぞ独お赤(辛均/25)、.キハダが05ク～235

 (平均.!gネ)。と在ってい局。・
 魚種組臓を見,ると25N以南ではビンナガ420一物.メバチ

 86.%㌧キハダ3ラ2%2手.N以北ではピ。ンナガ85ク%,メパ

 手ヂ6碧.;キハダ=2ン%ξなっている。・

 ビ㌢才ガの魚体は体長85～イィg卯(体重ノ5～30)程度で
あIる.b
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